
　

三
密
回
避
や
マ
ス
ク
着

用
、
手
洗
い
な
ど
の
感
染
防

止
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
は
続
い
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
は
感
染
終
息
に
向
け
て

人
類
が
手
に
し
た
一
筋
の
光

明
だ
。
効
果
の
持
続
期
間
や

変
異
株
へ
の
効
果
な
ど
未
だ

不
確
定
な
要
素
は
あ
る
が
、

安
全
か
つ
迅
速
な
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
現
段
階
で
行
え
る
最

善
の
医
療
行
為
で
あ
る
こ
と

に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。

　

慶
應
病
院
で
は
職
員
に
安

全
に
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
す
る
た
め
、
３
月
下

旬
に
各
部
門
の
担
当
者
に
よ

り
副
反
応
等
対
応
Ｗ
Ｇ
が
組

織
さ
れ
た
。
２
０
１
８
年
に

設
立
さ
れ
た
各
診
療
科
横
断

的
部
門
で
あ
る
ア
レ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
も
同
Ｗ
Ｇ
に
加
わ

り
、
接
種
後
に
ア
レ
ル
ギ
ー

症
状
を
含
め
た
副
反
応
が
出

現
し
た
方
の
診
療
フ
ロ
ー
が

作
成
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

接
種
後
に
起
き
た
有
害
事
象

が
す
べ
て
因
果
関
係
の
あ
る

副
反
応
と
い
う
こ
と
は
な

く
、
副
反
応
の
中
で
も
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
に
つ
な
が
る

即
時
型
ア
レ
ル
ギ
ー
は
ご
く

一
部
だ
。
し
か
し
、
自
身
に

起
き
た
症
状
が
ア
レ
ル
ギ
ー

で
あ
る
か
ど
う
か
を
客
観
的

・
医
学
的
に
判
断
す
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
い
こ
と
も
あ

る
。
ア
レ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

で
は
接
種
後
に
副
反
応
が
あ

っ
た
方
の
う
ち
で
即
時
型
ア

レ
ル
ギ
ー
が
疑
わ
れ
た
方
の

診
察
を
行
い
、
２
回
目
接
種

の
可
否
を
判
断
し
た
。

　

現
在
、
高
齢
者
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
進
ん
で
お
り
、

さ
ら
に
職
域
で
の
接
種
も
始

ま
る
。
患
者
さ
ん
か
ら
「
私

は
接
種
で
き
る
か
？
」
と
い

う
問
い
合
わ
せ
が
連
日
寄
せ

ら
れ
る
。
厚
生
労
働
省
は
食

物
、
薬
剤
、
昆
虫
刺
傷
な
ど

に
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
方
、

花
粉
症
、
喘
息
、
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
の
方
で
も
接
種
は

可
能
で
あ
る
と
表
明
し
て
い

る
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
予
防
接

種
と
し
て
過
去
に
類
を
み
な

い
対
象
者
の
広
さ
と
迅
速
性

が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
副

反
応
へ
の
不
安
を
抱
く
国
民

も
多
い
。
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

ー
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識

や
対
応
を
接
種
対
象
者
に
周

知
し
て
安
心
し
て
も
ら
う
こ

と
で
「
何
と
な
く
怖
い
か
ら

接
種
し
な
い
」
と
い
う
方
を

減
ら
す
こ
と
も
、
感
染
拡
大

防
止
の
重
要
な
取
り
組
み
で

あ
る
。

（
ア
レ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

�

正
木
克
宜　

内
86
回
）
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医学部・病院
２０２０年度決算報告

財
の
独
立
を
目
指
し
て天

谷 

雅
行（
64
回
）

医
学
部
長

北
川 

雄
光（
65
回
）

病
院
長
　

伊
藤
新
塾
長
お
よ
び
常
任
理
事
が
就
任

　

5
月
28
日
よ
り
塾
長
に
就

任
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

４
年
間
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

私
は
２
年
半
前
に
病
気
を

患
い
ま
し
た
が
、
慶
應
義
塾

大
学
病
院
の
先
端
医
療
に
よ

り
健
康
体
を
再
度
授
か
り
ま

し
た
。
慶
應
医
療
に
よ
っ
て

「
一
身
に
し
て
二
生
を
経

る
」
と
な
っ
た
第
二
の
人
生

で
は
慶
應
義
塾
の
発
展
の
た

め
に
奉
仕
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
闘
病
を
通
し

て
、
図
ら
ず
も
義
塾
の
医
学

・
看
護
学
・
薬
学
と
そ
の
総

体
と
し
て
の
慶
應
医
療
の
素

晴
ら
し
さ
を
学
び
、
治
療
終

了
後
も
医
学
部
・
病
院
の
方

々
と
の
交
流
を
深
め
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
慶
應
医
療
全
体

と
し
て
の
結
束
の
重
要
性
を

実
感
し
、
今
回
、
北
川
雄
光

教
授
に
常
任
理
事
に
就
任
い

た
だ
き
、
慶
應
医
療
の
統
括

と
飛
躍
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
ま
た
、
天
谷
雅
行
教
授

に
も
常
任
理
事
に
就
任
い
た

だ
き
、
慶
應
義
塾
全
体
の
研

究
の
統
括
と
次
世
代
へ
の
先

導
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
は
も
う
一
人
、
三
四
会

員
で
あ
る
山
内
慶
太
看
護
医

療
学
部
教
授
に
も
常
任
理
事

に
就
任
い
た
だ
き
、
一
貫
教

育
校
と
体
育
会
の
担
当
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

塾
長
と
し
て
取
り
組
む
べ

き
こ
と
は
数
多
く
あ
り
ま
す

が
、
短
期
的
な
最
重
要
課
題

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
キ

ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
奪
還
で

す
。
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー

と
し
て
ワ
ク
チ
ン
へ
の
期
待

が
高
ま
る
中
、
新
体
制
が
発

足
し
た
ま
さ
に
そ
の
週
に
政

府
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
職
域
接

種
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
の
朗
報

が
は
い
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に

北
川
常
任
理
事
が
動
き
（
そ

の
ス
ピ
ー
ド
は
光
速
並
み
で

し
た
）、慶
應
病
院
の
医
療
体

制
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
対

応
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
対
応
、
新
宿
区

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
応
で
逼
迫

す
る
中
に
お
い
て
も
、
三
四

会
の
方
々
や
関
連
病
院
の
方

々
に
お
声
が
け
し
、
看
護
医

療
学
部
と
同
窓
会（
紅
梅
会
）

や
薬
学
部
（
含
む
共
立
薬
科

大
学
同
窓
生
）
に
も
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
実
に
多
く
の

塾
卒
業
医
療
従
事
者
の
方
々

か
ら
、「
塾
生
と
塾
教
職
員

の
た
め
な
ら
」
と
ワ
ク
チ
ン

接
種
へ
の
協
力
の
お
申
し
出

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
に

感
動
的
で
あ
り
、
感
謝
の
気

持
ち
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
は
中
長
期
的
な
課
題

に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
様
々
な
形
で
情
報
を
発

信
し
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

塾
長
就
任
挨
拶

伊
藤 

公
平

慶
應
義
塾
長

　

２
０
２
１
年
５
月
28
日
付
け
で
、
慶
應
義
塾
長
に
伊
藤
公
平
新
塾

長
が
就
任
し
た
こ
と
に
伴
い
、
10
人
の
常
任
理
事
の
就
任
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
新
常
任
理
事
の
氏
名
お
よ
び
担
当
業
務
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
ま
た
、伊
藤
新
塾
長
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
も
掲
載
し
ま
す
。

　

常
任
理
事
に
就
任
し
た
３
名
の
三
四
会
員
の
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
２
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

常
任
理
事
と
担
当
業
務

２
０
２
０
年
度
決
算

学
部
・
病
院
と
も
に
大
幅

に
予
想
を
上
回
る
結
果
に

　

２
０
２
０
年
度
決
算
が
確

定
し
、
２
０
２
１
年
5
月
25

日
の
義
塾
理
事
会
、�

5
月
27

日
の
評
議
員
会
で
正
式
に
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
０

年
度
の
義
塾
の
事
業
活
動
収

入
は
１
、
７
０
７
億
円
、
事

業
活
動
支
出
は
１
、
５
７
１

億
円
と
な
り
、
そ
の
差
額
で

あ
る
基
本
金
組
入
前
当
年
度

収
支
差
額
（
以
下
、「
収
支

差
額
」
と
い
う
。）
は
１
３

６
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

義
塾
全
体
の
事
業
活
動
収

入
に
お
け
る
医
学
部
・
病
院

の
事
業
活
動
収
入
は
約
47
％

を
占
め
、
義
塾
財
政
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
8
月
20
日
付
の

医
学
部
新
聞
に
お
い
て
ご
報

告
し
た
よ
う
に
、
２
０
２
０

年
度
当
初
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
決
算
の
大
幅
な
赤
字
は

避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
見

込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
年
度

を
終
え
て
み
る
と
収
支
差
額

△
６
・
２
億
円
と
い
う
当
初

予
算
を
30
億
円
ほ
ど
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

い
う
未
曽
有
の
危
機
に
直
面

し
た
２
０
２
０
年
度
で
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
決
算
と
な

り
ま
し
た
の
は
、
各
方
面
か

ら
の
温
か
い
ご
支
援
と
、
学

部
・
病
院
の
教
職
員
が
一
体

と
な
っ
て
収
支
改
善
に
向
け

て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
す
。
改
め
て
心
よ
り
感

医学部・病院の収支差額推移

付
記

な
お
、
本
記
事
で
引
用
し
て

い
る
決
算
数
値
に
つ
い
て

は
、
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
例
年
採
用
し
て
い
る

収
入
・
支
出
計
上
方
法
に
基

づ
い
て
集
計
し
た
も
の
で

す
。
新
病
院
棟
事
業
や
2
号

館
改
修
に
係
る
経
費
の
一
部

や
基
金
化
し
た
寄
付
金
収
入

等
は
集
計
対
象
か
ら
外
し
て

い
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま

す
。

て
取
り
組
ん
だ
成
果
で
あ

り
、
皆
様
の
努
力
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。
い
ま
だ
感

染
の
収
束
は
見
通
せ
ず
、
２

０
２
１
年
度
も
厳
し
い
病
院

運
営
は
続
き
ま
す
が
、
引
き

続
き
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に

　

予
算
編
成
方
針
の
具
体
的

な
目
標
の
一
つ
で
あ
る
「
信

濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
（
医
学
部

・
病
院
）
に
お
け
る
経
営
革

新
の
推
進
と
新
病
院
棟
完
成

後
の
収
支
改
善
の
確
実
な
実

行
」
に
向
け
て
、
今
後
も
各

部
門
の
協
力
の
も
と
、
外
部

資
金
の
積
極
的
獲
得
と
徹
底

し
た
経
費
節
減
を
行
い
な
が

ら
、
財
政
基
盤
の
強
化
に
努

め
て
い
く
所
存
で
す
。
２
０

２
０
年
度
予
算
作
成
時
に
は

想
像
す
ら
し
て
い
な
か
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
甚
大

な
影
響
を
受
け
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
予
想
を
遙
か
に
上
回

る
決
算
と
な
り
ま
し
た
こ

と
、
改
め
て
医
学
部
・
病
院

の
教
職
員
の
皆
様
、
ご
支
援

く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
未
来
に
向
け
て
、
医
学

部
・
病
院
が
慶
應
義
塾
の
財

務
を
牽
引
す
る
体
制
構
築

へ
、
大
き
な
自
信
に
も
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
何
卒
、
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

70
年
生
ま
れ
。
94
年
法
学
部
卒
業
。
政
策
・
メ
デ
ィ

ア
研
究
科
教
授
。

【
担
当
】
国
際
（
主
管
）、
情
報
基
盤
（
Ｉ
Ｔ
）（
主

管
）、
教
育
（
共
管
）、
一
貫
教
育
校
（
共
管
）、
広

報
（
共
管
）、危
機
管
理
（
共
管
）、塾
員
（
共
管
）、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
共
管
）、
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
主
管
）

※
２
０
２
１
年
8
月
1
日
就
任
（
就
任
ま
で
は
山
岸
広
太
郎
常
任
理
事
が
代
行
）

土
屋 

大
洋（
つ
ち
や 

も
と
ひ
ろ
）

66
年
生
ま
れ
。
91
年
医
学
部
卒
業
。
看
護
医
療
学
部

教
授
。

【
担
当
】
一
貫
教
育
校
（
主
管
）、
国
際
（
共
管
）、

体
育
会
、
教
育
（
共
管
）

山
内 

慶
太（
や
ま
う
ち 

け
い
た
）

60
年
生
ま
れ
。
85
年
医
学
部
卒
業
。
医
学
部
教
授
。

【
担
当
】
研
究
（
主
管
）、
教
育
（
共
管
）、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
共
管
）、
国
際
（
共
管
）、
病
院
経
営
改
革
（
共

管
）、
情
報
基
盤
（
Ｉ
Ｔ
）（
共
管
）

※
２
０
２
１
年
8
月
1
日
就
任
（
就
任
ま
で
は
北
川
雄
光
常
任
理
事
が
代
行
）

天
谷 

雅
行（
あ
ま
が
い 

ま
さ
ゆ
き
）

63
年
生
ま
れ
。86
年
理
工
学
部
卒
業
。理
工
学
部
教
授
。

【
担
当
】
施
設
・
管
理
、
社
会
・
地
域
連
携
、
調

達
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
主
管
）、
総
務
（
共
管
）、
危
機
管

理
（
主
管
）、
教
育
（
共
管
）、
研
究
（
共
管
）、
塾

員
（
共
管
）、
情
報
基
盤
（
Ｉ
Ｔ
）（
共
管
）、
協
生

環
境
推
進
（
共
管
）、
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス

※
２
０
２
１
年
8
月
1
日
就
任
（
就
任
ま
で
は
北
川
雄
光
常
任
理
事
が
代
行
）

岡
田 
英
史（
お
か
だ 

え
い
じ
）

66
年
生
ま
れ
。
90
年
文
学
部
卒
業
。
法
学
部
教
授
。

【
担
当
】
学
生
（
主
管
）、
教
育
（
共
管
）、
協
生
環

境
推
進
（
主
管
）、
国
際
（
共
管
）、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
共

管
）、
危
機
管
理
（
共
管
）、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス

※
２
０
２
１
年
8
月
1
日
就
任
（
就
任
ま
で
は
山
内
慶
太
常
任
理
事
が
代
行
）

奥
田 

暁
代（
お
く
だ 

あ
き
よ
）

76
年
生
ま
れ
。
99
年
経
済
学
部
卒
業
。
株
式
会
社
慶

應
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
代
表
取
締

役
社
長
。

【
担
当
】
財
務
（
主
管
）、募
金
（
主
管
）、塾
員
（
共

管
）、教
育
（
共
管
）、病
院
経
営
改
革
（
共
管
）、情
報

基
盤
（
Ｉ
Ｔ
）（
共
管
）、
起
業
家
教
育
・
支
援

山
岸 

広
太
郎（
や
ま
ぎ
し 

こ
う
た
ろ
う
）

58
年
生
ま
れ
。
82
年
同
志
社
大
学
文
学
部
卒
業
。
文

学
部
教
授
。

【
担
当
】
教
育
（
主
管
）、
入
試
、
研
究
（
共
管
）、

一
貫
教
育
校
（
共
管
）、
情
報
基
盤
（
Ｉ
Ｔ
）（
共

管
）

※
２
０
２
１
年
8
月
1
日
就
任
（
就
任
ま
で
は
山
内
慶
太
常
任
理
事
が
代
行
）

松
浦 

良
充（
ま
つ
う
ら 

よ
し
み
つ
）

61
年
生
ま
れ
。
84
年
法
学
部
卒
業
。
法
学
部
教
授
。

【
担
当
】
総
務
（
主
管
）、
法
務
、
広
報
（
主
管
）、

点
検
・
評
価
、
企
画
、
Ｉ
Ｒ
、
個
人
情
報
保
護
、
危

機
管
理
（
共
管
）、
学
生
（
共
管
）、
教
育
（
共
管
）、

塾
員
（
共
管
）、
募
金
（
共
管
）、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス

※
２
０
２
１
年
8
月
1
日
就
任
（
就
任
ま
で
は
北
川
雄
光
常
任
理
事
が
代
行
）

岩
谷 

十
郎（
い
わ
た
に 

じ
ゅ
う
ろ
う
）

59
年
生
ま
れ
。
82
年
経
済
学
部
卒
業
。
経
済
学
部
教

授
。

【
担
当
】
人
事
・
労
務
、
国
際
（
共
管
）、
情
報
基

盤
（
Ｉ
Ｔ
）（
共
管
）、
教
育
（
共
管
）、
病
院
経
営

改
革
（
共
管
）、
協
生
環
境
推
進
（
共
管
）

※
２
０
２
１
年
10
月
1
日
就
任
（
就
任
ま
で
は
山
内
慶
太
常
任
理
事
が
代
行
）

池
田 

幸
弘（
い
け
だ 

ゆ
き
ひ
ろ
）

60
年
生
ま
れ
。
86
年
医
学
部
卒
業
。
医
学
部
教
授
。

【
担
当
】
病
院
、
病
院
経
営
改
革
（
主
管
）、
塾
員

（
主
管
）、
財
務
（
共
管
）、
募
金
（
共
管
）、
教
育

（
共
管
）、 

学
生
（
共
管
）、
情
報
基
盤
（
Ｉ
Ｔ
）

（
共
管
）、
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
、
芝
共
立
キ
ャ
ン

パ
ス
、
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
共
管
）

北
川 

雄
光（
き
た
が
わ 

ゆ
う
こ
う
）

65
年
生
ま
れ
。
89
年
理
工
学
部
卒
業
。
理
工
学
部
教

授
。

学
校
法
人
慶
應
義
塾
理
事
長 

兼 

慶
應
義
塾
大
学
長

伊
藤 

公
平（
い
と
う 

こ
う
へ
い
）

慶
應
義
塾
長

の
公
的
機
関
・
企
業
等
の
皆

様
に
は
、
こ
の
場
を
借
り

て
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

支
出
面
も
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
を
大
き
く
受
け
た
年
度
で

し
た
。
予
算
時
点
で
計
画
さ

れ
て
い
た
人
件
費
、
教
育
研

究
経
費
、
管
理
経
費
、
全
て

に
お
い
て
経
費
執
行
が
低
調

に
終
わ
り
ま
し
た
。
特
に
、

海
外
へ
の
渡
航
制
限
の
影
響

を
受
け
て
旅
費
交
通
費
が
大

幅
に
減
少
し
た
ほ
か
、
コ
ロ

ナ
禍
の
稼
働
低
下
（
業
務
縮

小
）
に
よ
り
、
時
間
外
手
当

等
の
人
件
費
が
減
少
し
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
学
会
参
加

費
（
そ
の
他
の
経
費
）、
イ

ベ
ン
ト
開
催
費
（
そ
の
他
の

委
託
費
）、
光
熱
水
費
等
の

経
費
も
予
算
時
点
の
見
込
み

よ
り
も
減
少
し
ま
し
た
。

病
院
決
算
に
つ
い
て

―
危
機
を
乗
り
越
え
、
予

算
比
＋
17
億
円
の
収
支
差

額
を
達
成

　

２
０
２
０
年
度
予
算
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
前
に
編
成
さ
れ
ま
し

た
が
、
1
号
館
竣
工
後
の
間

接
経
費
と
減
価
償
却
額
の
増

加
、
ま
た
継
続
す
る
2
号
館

改
修
工
事
等
の
影
響
に
よ

り
、
事
業
活
動
収
支
の
目
安

と
な
る
収
支
差
額
は
△
26
億

円
と
い
う
厳
し
い
予
算
を
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
の
中
で
、
予
期

せ
ぬ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
の
急
拡
大
が
当
院
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

現
実
の
２
０
２
０
年
度
は
予

測
の
つ
か
な
い
絶
望
的
な
立

ち
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

院
内
感
染
、
初
期
研
修
医
集

団
感
染
が
相
次
ぐ
中
、
感
染

爆
発
に
備
え
て
集
中
治
療
エ

リ
ア
に
マ
ン
パ
ワ
ー
を
集
約

す
る
た
め
、
4
月
・
5
月
に

は
4
病
棟
の
閉
鎖
を
含
め
た

緊
急
の
診
療
制
限
を
実
施
し

ま
し
た
。
二
か
月
で
粗
利

（
医
療
収
入
―
直
接
経
費
）

が
38
億
円
を
超
え
る
減
収
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
点

で
、
公
的
補
助
金
の
見
通
し

は
全
く
立
っ
て
お
ら
ず
、
決

算
予
測
は
、
当
初
予
算
を
１

０
０
億
円
以
上
下
回
る
、
収

支
差
額
△
１
３
５
億
円
と
い

う
途
方
も
な
い
数
字
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
厳
し
い
状
況

の
中
、
義
塾
内
外
の
皆
様
か

ら
の
物
心
両
面
に
お
け
る
温

か
い
ご
支
援
に
支
え
ら
れ

て
、
入
院
前
Ｐ
Ｃ
Ｒ
を
全
国

の
医
療
機
関
に
先
駆
け
て
開

始
す
る
な
ど
医
学
部
・
病
院

の
す
べ
て
の
教
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
復
興
プ
ラ
ン
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
安
全
・
安
心
な
診

療
体
制
の
確
保
と
特
定
機
能

病
院
と
し
て
の
高
度
医
療
の

継
続
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の

様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

病
院
の
診
療
機
能
を
急
速
に

回
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
東
京
都
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
医
療

提
供
体
制
緊
急
整
備
事
業
を

中
心
と
し
た
公
的
補
助
金
47

億
円
、
義
塾
を
挙
げ
て
推
進

い
た
だ
い
た
大
学
病
院
医
療

支
援
資
金
を
中
心
と
し
た
塾

内
外
の
皆
様
か
ら
の
寄
付
金

7
億
円
に
も
支
え
ら
れ
、
２

０
２
０
年
度
の
後
半
に
は
そ

れ
ま
で
の
医
療
収
入
の
減
収

と
感
染
症
対
策
で
必
要
と
な

っ
た
経
費
増
の
大
部
分
を
補

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
診
療
活
動
の
縮

小
に
伴
う
委
託
検
査
費
、
光

熱
水
費
等
の
間
接
経
費
の
減

少
、
教
職
員
の
時
間
外
手
当

の
減
少
、
医
師
働
き
方
改
革

の
推
進
に
よ
る
各
種
手
当
の

適
正
化
な
ど
に
よ
る
支
出
抑

制
も
加
わ
り
、
最
終
的
な
決

算
で
は
収
支
差
額
△
８
・
６

億
円
と
、
当
初
予
算
を
17
・

４
億
円
上
回
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
4
月
時
点
で

の
病
院
運
営
状
況
を
過
去
最

高
の
医
療
収
入
・
粗
利
を
記

録
し
た
２
０
１
９
年
度
と
比

較
し
て
み
る
と
、
入
院
・
外

来
と
も
延
患
者
数
は
減
少
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

総
医
療
収
入
は
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
比
較
的
軽
症

の
患
者
さ
ん
の
「
コ
ロ
ナ
診

療
を
行
な
っ
て
い
る
遠
く
の

大
学
病
院
よ
り
近
隣
の
か
か

り
つ
け
医
を
受
診
し
た
い
」

と
い
う
行
動
に
よ
り
、
大
学

病
院
が
担
う
べ
き
高
難
度
・

高
単
価
の
医
療
に
リ
ソ
ー
ス

を
集
中
で
き
て
い
る
こ
と
に

よ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い

う
病
院
開
設
以
来
最
大
の
危

機
に
直
面
し
、
病
院
の
財
務

・
経
営
面
で
も
非
常
に
大
き

な
困
難
を
伴
う
1
年
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
乗
り
切
る

こ
と
が
で
き
、
決
算
で
予
算

を
17
・
4
億
円
も
上
回
る
収

支
差
額
を
達
成
で
き
た
こ
と

は
、
緊
急
の
診
療
制
限
下
に

お
い
て
柔
軟
な
患
者
受
入
体

制
を
速
や
か
に
構
築
し
た
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
部
門
、
東
京
都

と
緊
密
に
連
携
を
取
り
適
切

な
補
助
金
申
請
を
実
現
し
た

事
務
部
門
、
そ
し
て
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
︲
19
対
応
の
最
前
線
の

中
で
も
特
定
機
能
病
院
と
し

て
の
診
療
機
能
を
維
持
し
続

け
た
診
療
科
部
門
ほ
か
、
ま

さ
に
医
学
部
・
病
院
の
す
べ

て
の
教
職
員
が
一
体
と
な
っ

第
８
回
医
療
連
携
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

「W
ith

コ
ロ
ナ
・After

コ
ロ
ナ
社
会
に
対
応
し
た

 

診
療
・
研
究
・
地
域
連
携
体
制
に
つ
い
て
」

　

医
療
連
携
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
今
回
で
８
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
２
号
館
11
階
会
議
室
で
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
後
、
レ
ス

ト
ラ
ン
「
ザ
・
パ
ー
ク
」
に

て
懇
親
会
を
開
催
し
、
交
流

を
深
め
て
お
り
ま
し
た
。
し

か
し
昨
年
発
生
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
し
た
。
２
０
２
０
年
４
月

以
降
、
当
院
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
へ
の

対
応
体
制
を
整
備
し
、
安
心

し
て
安
全
に
医
療
を
提
供
で

き
る
病
院
と
し
て
復
興
対
策

を
実
施
し
、
２
０
２
０
年
７

月
30
日
に
は
第
７
回
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
お
い
て
院
内
外
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︲
19
）
に
関
す
る

情
報
提
供
と
、
当
院
で
安
心

し
て
診
療
を
う
け
て
い
た
だ

く
た
め
の
取
り
組
み
を
紹
介

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
第
８
回
医
療

連
携
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
４

月
30
日
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
し
、

医
師
会
、
三
四
会
、
関
連
病

院
会
の
皆
様
、
当
院
と
医
療

開会挨拶をする北川病院長

【講演者の方々】写真左上から時計回りに　福永興壱病
院長補佐、大家基嗣副病院長、佐々木淳一救急科教授、加藤
恵里子看護部長、佐谷秀行副病院長、陣崎雅弘副病院長

連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
医

療
機
関
や
看
護
介
護
支
援
機

関
の
皆
様
へ
ご
案
内
し
、
配

信
し
た
動
画
へ
の
プ
レ
ビ
ュ

ー
数
を
含
め
、
２
０
０
０
回

以
上
の
ご
視
聴
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
テ
ー

マ
は
「W

ith

コ
ロ
ナ
・

After

コ
ロ
ナ
社
会
に
対
応

し
た
診
療
・
研
究
・
地
域
連

携
体
制
に
つ
い
て
」
と
し
、

北
川
雄
光
病
院
長
の
挨
拶
の

の
ち
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︲
19
感

染
症
患
者
の
診
療
状
況
を
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︲
19
救
命
診
療
チ

ー
ム
リ
ー
ダ
ー
福
永
興
壱
病

院
長
補
佐
か
ら
、
病
院
復
興

状
況
・
地
域
連
携
活
動
に
つ

い
て
を
医
療
連
携
推
進
部
部

長
大
家
基
嗣
副
病
院
長
、
救

急
応
需
体
制
の
現
状
に
つ
い

て
を
救
急
科
佐
々
木
淳
一
教

授
、
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
事
業

の
展
開
に
つ
い
て
を
陣
崎
雅

弘
副
病
院
長
、
慶
應
ド
ン
ネ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
の
経

緯
と
現
状
に
つ
い
て
を
佐
谷

秀
行
副
病
院
長
よ
り
ご
講
演

い
た
だ
き
、
最
後
に
医
療
連

携
推
進
部
副
部
長
加
藤
恵
里

子
看
護
部
長
よ
り
オ
ン
ラ
イ

ン
面
会
体
制
と
地
域
と
の
Ｗ

Ｅ
Ｂ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
現

状
を
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

事
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

に
対
し
て
96
％
の
方
に
「
非

常
に
良
か
っ
た
・
良
か
っ

た
」
と
回
答
を
い
た
だ
き
、

「
仕
事
場
か
ら
参
加
で
き

た
」「
事
後
視
聴
が
可
能
で

よ
か
っ
た
」「
わ
か
り
や
す

い
内
容
だ
っ
た
」
な
ど
Ｗ
Ｅ

Ｂ
開
催
の
メ
リ
ッ
ト
に
関
す

る
ご
意
見
や
「
病
院
と
し
て

の
新
た
な
取
り
組
み
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
自
院
に
も
生

か
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

う
お
声
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
は
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
よ
り
、
各
診
療
科

の
セ
ミ
ナ
ー
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
や
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
の
開
催

が
主
流
と
な
り
、
新
た
な
日

常
を
ふ
ま
え
た
地
域
連
携
強

化
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い

く
機
会
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
皆
様
か
ら
ご
指

導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ

り
よ
い
地
域
と
の
医
療
連
携

体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま

す
。
引
き
続
き
の
ご
支
援
ご

協
力
に
つ
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
医
療
連
携
推
進
部
次
長

�

　

片
岡
美
樹
）

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

以
下
、
学
部
・
病
院
の
決
算

に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。学

部
決
算
に
つ
い
て

―
３
期
ぶ
り
の
黒
字
転
換

　

２
０
１
８
年
度
・
２
０
１

９
年
度
に
続
き
、
２
０
２
０

年
度
予
算
編
成
時
に
お
け
る

収
支
差
額
は
△
９
・
８
億
円

と
厳
し
い
マ
イ
ナ
ス
予
算
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
決

算
は
２
・
５
億
円
と
、
予
算

に
比
べ
12
・
３
億
円
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
入
面
の
大
き
な
特
徴
と

し
て
は
、
公
的
研
究
資
金
の

受
け
入
れ
が
堅
調
で
あ
っ
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
２

０
２
０
年
度
当
初
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
っ
て
研
究
計
画
の

中
止
や
延
期
等
も
見
込
ま
れ

る
中
、
医
学
部
収
入
の
6
割

以
上
を
占
め
る
外
部
研
究
資

金
収
入
が
落
ち
込
む
こ
と
が

懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
日
本
医
療
研
究
開
発
機

構
（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）
等
か
ら
の

感
染
症
対
策
研
究
予
算
、
文

部
科
学
省
の
「
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
た
研
究
の
遠
隔

化
や
実
験
の
自
動
化
を
推
進

す
る
た
め
の
研
究
環
境
整
備

補
助
金
」
等
を
獲
得
し
、
公

的
研
究
資
金
に
つ
い
て
は
、

予
算
時
の
見
込
み
を
上
回
る

収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
発
生
に

よ
り
病
院
が
厳
し
い

状
況
に
な
っ
て
い
る

中
、
２
０
２
０
年
4

月
2
日
、「
慶
應
ド

ン
ネ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
医
学
部
内
に

立
ち
上
が
り
ま
し

た
。
基
礎
と
臨
床
と

が
一
体
と
な
っ
た
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
今
日
に
至
る
ま

で
、
多
様
な
研
究
が

着
実
に
進
め
ら
れ
、

数
多
く
の
成
果
が
出

て
い
ま
す
。
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
進
展
に

伴
い
、
公
的
研
究
資

金
が
獲
得
さ
れ
、
財

政
面
に
も
良
い
効
果

を
も
た
ら
す
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。「
慶

應
ド
ン
ネ
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
通
じ

て
、
日
夜
、
コ
ロ
ナ

研
究
に
携
わ
る
教
職

員
の
皆
様
、
資
金
面

で
多
大
な
ご
支
援
を

い
た
だ
い
た
連
携
先


